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2024 年度名古屋学芸大学健康・栄養研究所 研究・実践報告 
 
■研究・実践の課題（テーマ） 
災害時支援キッチンカーの衛生管理システムに関する研究 
 
■主任研究者 岸本満 
■共同研究者 今井幸子、仙田知子 
■研究・実践の目的、方法、結果、考察や提案等の概要 
目的：日本赤十字社愛知県支部と本学の連携協定（2014～）に基づく共同プロジェクト「キ

ッチンカーを活用した災害時の食の支援」（2021～2022 年度）において日赤愛知県支部の

キッチンカー（４トン）の衛生管理マニュアルを制作した。2023 年度は本マニュアルの更

新、およびマニュアルの Web 化を行った。2024 年度は①マニュアルの更新・改訂、②動画

マニュアルの制作。③災害時キッチンカーの現場課題解決を目的とした。 
方法：①PPｔベースマニュアルの改訂を行った。併せて Web マニュアルの改訂を行った。 
   →資料 1 キッチンカー衛生管理マニュアル更新・改訂項目まとめ 
   →資料 2 マニュアル更新・改訂提案項目に関する調査資料および提案 
   →資料 3 マニュアルの構成変更案（pdf ファイル別添） 
   →別添 pdf ファイル「キッチンカー衛生管理マニュアル 2024.12.21 改訂版」 
②動画マニュアルは残念ながら制作には至らなかった。 
③富士産業㈱の完全調理車両は 2024年 1月 1日に発生した能登半島地震の支援活動を実践

したが、道路状況悪化でキッチンカー重量(8 トン車)が耐えられない、断水のため食事提供

が困難などの課題が見られた。課題解決のための方策として、ドローンを使った食事の運

搬が検討され、現在、富士産業株式会社では、そのプロジェクトが進行している。  


